


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆつる 弓弦 さとる 覚る けしきをとる　気色をとる
　　　　　ゆつる　譲る　　　　　　　　　かさどる　嵩取る　　　　　あげさげをとる　上げ下げを取る
　　　　うさゆつる　儲弦　　　　　　　　つかさどる　司る　　　　　　　　おちをとる　落ちを取る
　　　　みゆつる見譲る　　　　　　　おしとる押し取る　　　　　たちをどる立ち踊る
　　　　　ちょっる　（動）　　　　　　　　　めしとる　召し取る　　　　　ももだちをとる　股立ちを取る
　　　　　ありっる　（連体）　　　　　　　　めしとる　召し捕る　　　　　　　てをとる　手を取る
　　　　　をりつる折り鶴　　　　　　　　たどる　辿る　　　　　　　　なをとる　名を取る
　　　　　びんつる　賓頭盧　　　　　　　いたどる　い辿る　　　　　　　　ひをとる　日を取る
　　　　おびんつる　御賓頭慮　　　　　　みをたどる　身を辿る　　　　　うでくびをとる　腕首を取る
　　　　　　てる　照る　　　　　　　　　うちとる　うち取る　　　　いきほひをとる　勢ひを取る
　　　　　　うてる　（動）　　　　　　　　うちとる　討ち取る　　　　　いとまをとる　暇をとる
　　　　　えてる　得手る　　　　　　　　まちとる　待ち取る　　　　　　けちめをとる　けちめを取る
へうた　　　　　　瓢箪から駒　　　　　　よぢとる　撃ち取る　　　いわしあ　　　　　　鰯網で鯨を
　んからこまがでる　　　が出る　　　　おっとる押っ取る　　　みでくぢらをとる　　　　捕る
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　　あぷらをとる　脂を取る　　　あひか　　　　　　合方きっぱ　　　　　　きへなる　来隔る
　　かすりをとる　掠りを取る　　たきっぱりとなる　　りとなる　　　　　しほなる　潮馴る
　　　あたりをとる　当たりを取る　　　　　がになる　我になる　　　　　　　　みなる　水馴る
　　　こころをとる　心を取る　　　　　　くぎになる　釘になる　　　　　　　　みなる　見馴る
　　　くらゐをとる　位を取る　　　　さをさきになる　竿先になる　　　　　　みみなる　耳馴る
　　　　　　なる　生る　　　　　　　　こになる　粉になる　　　　　　　めなる　目馴る
　　　　　　なる　成る　　　　　　をとこになる　男になる　　　　　　あめなる　天なる（枕）
　　　　　　なる　業る　　　　　　　　みつになる　水になる　　　　　　　おもなる　面馴る
　　　　　　なる　慣る　　　　　　　みなになる　皆になる　　　　　いかにもなる　如何にもなる
　　　　　　なる　熟る　　　　　　をんなになる女になる　　　　　　　よなる世慣る
　　　　　　一なる　（助動連体）　　　　　くびになる　首になる　　　　　　　つらなる　連なる
　　　たのしうなる　楽しうなる　　　　　はひになる灰になる　　　　　　ありなる在り馴る
　　　　いかなる　如何なる　　　しゃりがかふになる　舎利が甲になる　　　　まかりなる　罷り成る
　　　　なかなる　申馴る　　　　　　　みになる　身になる　　　　　　なりなる　成り成る
　　　なにがなる　何がなる　　　　　てとみになる　手と身になる　　　　かへりなる　還り成る
　　　　　きなる　着馴る　　　　　いたづらになる　徒らになる　　　　ぎょしん．なる　御寝成る
　　むなしくなる　空しくなる　かふがしゃりになる　甲が舎利になる　　　　おひんなる　（動）
　　あさましくなる　（連語）　　　　　まっくろになる　真っ黒になる　　　　　さけにる　酒煮る
　　くちがすくなる　口が酢くなる　　　しろくろになる　白黒になる　　　　　　　　ぬる　（動）
　　　めでたくなる　（連語）　　　　　、　　をになる　緒になる　　　　　　　　ちぬる　血塗る
　　　　なくなる無くなる　　　　きにもちのなる木に餅の生る　　　　たちぬる立ち濡る
　　　はかなくなる　（連語）　　　　　　　　ものなる　物馴る　　　　　　　　そぼぬる　そぼ濡る
　いふかひなくなる　言ふかひな　　　　　　・はなる　離る　　　　　　　　　　まぬる　（動）
　　　　　　　　　　　　くなる　　　　　きはなる　来離る　　　　　　　．ぬるぬる　（連語）
　　　あへなくなる　（連語）「　　　　　　ゆきはなる　行き離る　　　　　　　さんぬる　去んぬる
　　　　　ここなる　此処なる　　　　　　あけはなる　明け放る　　　　　　　　ねる　練る
　　　　　とこなる　床馴る　　　　　　　とこはなる　床離る　　　　　　　　　　ねる　遭る
　　　　かさなる　重なる　　　　　　　たちはなる　たち離る　　　　　　きをかねる　気を兼ねる
　　　しにかさなる　死に重なる　　　　　もてはなる　もて離る　　　　　　　くねる　（動）
　　　　まうしなる　申し成る　　　　　　さとばなる　里離る　　　　　　　　あぐねる　（動）
　　　　おしなる　押し成る　　　　　　ひとばなる　人離る　　　　　　　　じくねる　（動）
　　　　　げしなる　御寝成る　　　　　　ものはなる　物離る　　　　　　　　つくねる　握ねる
　　　　ぎょしなる　御寝成る　　　　　　きははなる　際離る　　　　　　おっつくねる　（動）
　　　　　そなる　磯馴る　　　　　おとがひはなる　願離る　　　　　　　　てこねる　（動）
　　　　　くちなる　口馴る　　　　　　おもひはなる　思ひ離る　　　　　　　おしねる　押し撚る
　　　　たちなる　たち馴る　　　　　　すみはなる　住み離る　　　　　　　くすねる　（動）
　　　　　てなる　手馴る　　　おきにもつか　　　沖にも付かず　　　　ろくにねる　陸に寝る
　　　　　ことなる　事馴る　　　　ずいそにもはなる　　磯にも離る　　　　よこにねる　横に寝る
　　　　　ことなる　事なる　　　　　　　　よばなる　世離る　　　　　　　　　ひねる　陳る
　　　　　ことなる　殊なる　　　　　　　ふりはなる　振り離る　　　　　　　　ひねる　捻る
　　　　　さとなる　里馴る　　　　　　　　きれはなる　切れ離る　　　　　　　おもねる　阿る
　　　　きっとなる　屹度なる　　　　　　よをぽなる　世を離る　　　　　　　　　のる　伸る
あし　　　　　　　朝には紅顔　　　　えんをはなる　縁を離る　　　　　　　　　のる　似る
　たにはこうがん　　　ありて夕　　　　　　あひなる　逢ひ馴る　　　　　　　　のる　乗る
　ありてゆふべに　　　べには白　　　　　　いひなる　言ひ成る　　　　　　　　　のる　宣る
　ははくこつとなる　　骨となる　　　　　いひなる　言ひ馴る　　　　　　　　のる　罵る
　　　　ひととなる　人と為る　　　　　　　おひなる　（動）　　　　　　　　　のる　賭る
　　　　　ひとなる　人成る　　　　　　　　おひなる　生ひ成る　　　　　　　おぎのる　（動）
　　　　　ひとなる　人馴る　　　　　　　おもひなる　思ひなる　　　　　　いひつのる　言ひ募る
くも　　　　　　　雲となり雨　　　　　　　へなる　（動）　　　　　　　　　なのる　名告る
　となりあめとなる　　　　となる　　　　　こえへなる　越え隔る　　　　　うききにのる　浮き木に乗る
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　　かちにのる　勝ちに乗る　　　　　　あざはる　糾る　　　　　　　　ちよのはる　千代の春
　　くちにのる　ロに乗る　　　　　　　ささはる　障る　　　　　　　　くれのはる　暮れの春
　　かつにのる　勝つに乗る　　　　　　たつさはる　携はる　　　　　　　　　くははる　加はる
　こころにのる　心に乗る　　　　　　　のさばる　（動）　　　　　　　　　こはばる　強張る
　　　はやのる早乗る　　　　　　　おしはる　押し張る　　　　　　　まはる　廻る
　　　　　はる春　　　　 くひしばる食ひ縛る　　　　まばる謄る
　　　　　はる針　　　　　まじはる交はる　　　　うまはる殖る
　　　　　はる　晴る　　　　　　ちりにまじはる　塵に交はる　　　　　　きがまはる　気が廻る
　　　　　はる　張る　　　　　　　　　　すばる　昴　　　　　　　　　てがまはる　手がまはる
　　　　　はる　懇る　　　　　　　　　すばる　統ばる　　　　　　　　たまはる　賜る
　　　　　はる　遙　　　　　　　　　　げすばる　下種ばる　　　　　　うけたまはる　承る
　　　ぜいばる　賛張る　　　　　　　　そはる　添はる　　　　まうしうけたまはる　申し承る
　いきせいはる　息精張る　　　　　　　おそはる　魔はる　　　　　　　かさにまはる　嵩に廻る
　あたぜいばる　あた賓ばる　　　ものにおそはる　物に魔はる　　　　　てにまはる　手に廻る
　　　たうばる　似る　　　　　　　　　　たはる　戯る　　　　　　　かがみまはる　屈み廻る
　　　たうばる　賜る　　　　　　　　　たばる　賜ばる　　　　　　　　ゆまはる　斎る
　　　どうばる胴張る　　　　　　　いたはる　労る　　　　　　　きよまはる　清まはる
　　じゃうばる　情張る　　　　　　　　くだはる　下はる　　　　　　　やぶれまはる　破れ廻る1
せんしゃう｝まる　借上はる　　　　　　　こだはる　（動）　　　　　　　　　ゐまはる　居廻る
　　　　おはる　生はる　　　　　　　よこたはる　横たはる　　　　　　　　　みはる　三春
　　　あかばる　垢張る　　　　　　　　ったはる　伝はる　　　　　　　　となみはる　鳥網張る（枕）
　　やうかはる　様変はる　　　　　　　はたぱる　（動）　　　　　　　　このめはる　木の芽はる
　　　かかはる　係はる　　　　　　すねはたばる　拗ねはたばる　　　　　ぎしゃばる　（動）
　けしきかはる　気色変はる　　　　　おもひた．はる　思ひ戯る　　　　　　じゃじゃばる　（動）
　　たちかはる　たち代はる　　　　いきすぢはる　息筋張る．　　　　　　　あらはる　現はる
　かたちかはる　形変はる　　　　　　　　つはる　（動）　　　　おもひ　　　　　　　思ひ内にあ
　　ことかはる　事変はる　　　　　　　いつはる　倖る　　　　　うちにあればい　　　れば色外
うつればかはる　移れば変はる　　　　　てっぱる　手っ張る　　　　ろほかにあらはる　　　に現はる
　　おひかはる　生ひ変はる　　　　　　はつはる　初春　　　　　　　　　はるばる　遙遙
　おもひかはる　思ひ変はる　　　　　　ひっぱる　引っ張る　　　　　　　　をはる　終る
　　さまかはる　様変はる　　　　　　　まつはる　纏はる　　　　　　　じゃうをはる　情を張る
　　　むかはる　（動）　　　　　　　はひまつはる　延ひ纏はる　　　　　　きをはる　気を張る
　　おらがはる　己が春　　　　　　おもひまつはる　思ひ纏はる　　　　　おもてをはる　表を張る
　　なりかはる成り変はる　　　　　まとはる　纏はる　　　　　　ことをはる　事終はる
　　なりかはる　成り代はる．　　　　　　なぱる　隠る　　　　　　　せけんをはる．世間を張る
　　　ゐかはる　居替はる　　　　　　うこなはる　集はる　　　　　　　　がんばる　眼張る
　せけんがはる　世間が張る　　　　　おこなはる　行なはる　　　　　　　ふんばる　踏ん張る
　　　ひきはる　引き張る　　　　　　そこなはる　損はる　　　　　　　　　　ひる　蒜
　　たまきはる　魂極る（枕）　　　　　よこなばる　横靴る　　　　　　　　　　　ひる　干る
　　しゃきばる　（動）　　　　　　　　あざなはる　糾はる　　　　　　　　　　　ひる　放る
　　　　くばる配る　　　　　　　　そなはる　備はる　　　　　　　　　ひる　噴る
　　　すくばる疎る　　　　　　　おそなはる　遅なはる　　　　　　　　ひる　簸る
　　　つくばる　（動）　　　　　くらゐにそなはる　位に備はる　　　　　　　　いびる　（動）・
　うしにくはる牛に食はる　　　　　たたなはる　畳なはる　　　　　　　　おひる　御昼
　　　ゆくはる行く春　　　　　　　　ぬはる　縫はる　　　　　　　　おびる　（動）
　あしをくはる　足を食はる　　　　　　　ねはる　寝腫る　　　　　　　　ねおびる　寝おびる
　　まをくばる　間をくばる　　　　　あけのはる　明けの春　　　　　　　　かひる　返る
　　　うけばる　受け張る　　　　　　たけのはる　竹の春　　　　　　　　　くびる　総る
　　かうけばる　高家張る　　　　　　けさのはる　今朝の春　　　　　　とりくびる　（動）
　　　　こはる　小春　　　　　　　　はなのはる　花の春　　　　　　　　　　げびる　下卑る
　　　　さはる　障る　　　　　　　　ひのはる　日の春　　　　　　　　　こびる　小昼
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　　　　　こびる　（動）　　　　　　　　うちふる　うち古る　　　　　　　かへる　反る（動）
　　　　すこびる　（動）　　　　　　　　　つちふる　土降る　　　　　　　　一かへる　反る（接尾）
　　　　くちびる　唇　　　　　　　　むねつぶる　胸潰る　　　　　　　　かへる　返る
　　　きたなびる　汚なびる　　　　　　きもつぶる　肝潰る　　　　　　　　いがへる　い帰る
　　　　はなひる　嘘る　　　　　　　　　そでふる　袖振る　　　　　　　きえかへる　消え返る
　　　　　ねびる　（動）　　　　　　　　　ことふる　事旧る　　　　　　　　さえかへる　冴え返る
　　　　　のびる　伸びる　　　　　　　るいにふる　類に触る　　　　　　にえかへる　煮え返る
　ぷっぽふのひる　仏法の昼　　　　　　　よにふる　世に旧る　　　　　　　きがへる　気が減る
　　　　　ひひる　蛾　　　　　　　　　　　ねぶる　眠る　　　　　　　　　こぎかへる　漕ぎ返る
　　　　　ひひる　沖る　　　　　　　　　ねぶる　舐る　　　　　　　　なきかへる　泣き返る
　　　　あらびる　荒らびる　　　　　　うちねぶる　うち眠る　　　　　　ゆきかへる　行き返る
　　　　うらびる　（動）　　　　　　　　おろねぶる　おろ眠る　　　　　いゆきかへる　い行き返る
　　　　わろびる　悪びる　　　　　　　てをねぶる　手を舐る　　．　　　おこしかへる　起こし返る
　　　　あをびる　（動）　　　　　　　みみをねぶる　耳を舐る　　　　　　さしかへる　さし帰る
　　　はなをひる　鼻をひる　　　　　　　めをねぶる　目を眠る　　　　　　　としかへる　年返る
　　　　　　ふる　何　　　　　　　　　ものふる　もの1日る　　　　　　ふしかへる　臥し返る
　　　　　　ふる　触る　　　　　　　　　はふる　羽振る　　　　　　　むせかへる　咽せ返る
　　　　　　ふる　震る　　　　　　　　　　はふる　放る　　　　　　　　うちかへる　うち返る
　　　　　　ふる　旧る　　　　　　　　　はぶる　放る　　　　　　　けちがへる　蹴違へる
　　　　　　ふる　振る　　　　　　　　　はぶる　葬る　　　　　　　たちかへる　立ち返る
　　　　　あふる　煽る　　　　　　　　あさはふる　朝羽振る　　　　　　をちかへる　復ち返る
　　　　　あぶる　（動）　　　　　　　　　しはぶる　（動）　　　　　　かたがつかへる　肩がつかへる
　　　おちあぶる　落ちあぶる　　　　　　しはぶる　咳る　　　　　　　　くっがへる　覆る（動）
　　　　　いふる　い触る　　　　　　　　たはぶる　戯る　　　　　　　一くつがへる　覆る（接尾）
　　　　　いぶる　（動）‘　　　　　　　ゆふはふる　夕羽振る　　　　　めでくつがへる　愛で覆る
　　　　かいふる　かい振る　　　　　　かむはぶる　神葬る　　　　　そりくつがへる　反り覆る
　　　　かうぶる　被る　　　　　　　　　いひふる　言ひ触る　　　　　ざれくつがへる　戯れ覆る
　　　　　かぶる　被る　　　　　　　　　　ほふる　屠る　　　　　　　　　とかへる　（動）・
　　　　　かぶる　留る　　　　　　　　　かほふる　顔振る　　　　　　　ぐにかへる　愚に返る
　　　　かがふる　被る　　　　　　　　　そぼふる　そぼ降る　　　　　　しにかへる　死に返る．
　　ひきかがふる　引き被る　　　　　　　　まぶる　塗る　　　　　　　　はひかへる　灰返る
　　むしがかぶる　虫がかぶる　　　　　　　まぶる　守る　　　　　　　おもひかへる　思ひ返る
　　　　たかぶる　高ぶる　　　たのむ　　　　　　頼む木の下　　　　　こまがへる　（動）
　　　　ひがふる　火が降る　　　　きのもとあめふる　　　雨降る　　　　　みかへる　見返る
　　　ふみかぶる　踏み被る　　　　　　　おもぶる　徐る　　　　　　　　　みかへる　見変へる
　びかしゃかぶる　（動）　　　　　　　　　やぶる　破る　　　　　　　　しみかへる　染み返る
もうせんをかぶる　毛厩をかぶる　　　　　ちはやぶる　千早振る　　　　　　　はみかへる　食み返る
　　　　しきふる　頻降る　　　　　　　こころやぶる　心破る　　　　　　　　とやがへる　鳥屋返る
　　　　なきふる　鳴き旧る　　　　せたいをやぶる　世帯を破る　　　　　　うらがへる　裏返る
　　　　ゆきふる　行き触る　　　　かまどをやぶる　竈を破る　　　　　　さらがへる　更返る
　　　　　けぶる　煙る　　　　　　　　　ゆぶる　（動）　　　　　はちくりかへる　はちくり返る
　　　　すごぶる　頗る　　　　　　　　うらぶる　（動）　　　　　　　なりかへる　なり反る
　　　　とこふる　床旧る　　　　　おもひうらぶる　思ひうらぶる　　しゃちばりかへる　続張り返る
　　　　　しぶる　渋る　　　　　　　くすりふる　薬降る　　　　　　ひるがへる　翻る
　　　　　せぶる　（動）　　　　　　　　　ひれふる　領巾振る　　　　　　かへるがへる　返る返る
　　　　おそぶる　押そぶる　　　　　　　　　わぶる　荏ぶる　　　　　　　　さしくべる　（動）
　　　　　たふる　倒る　　　　　　　　おもひわぶる　思ひ佗ぶる　　へうたんで　　　　　瓢箪で．飴を
　　　　　たぶる　（動）　　　　　　　　　なゐふる　地震ふる　　　　なまつをおさへる　　　　押へる
　　　　いたぶる　（動）　　　　　　さきぼうをふる　先棒を振る　　　　　　ぞんざへる　（動）
　　　なきたふる　泣き倒る　　　　　　　めをふる　目を振る　　　　　　　　すべる　滑る
　　　　ひたぶる　（形動）　　　　　　　　　　へる　謙る　　　　　　　　　　そべる　（動）
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　　　　まつべる　（動）　　　　　　　　たちなほる　たち直る　　　　　　　せぐくまる　腸まる
　　　　いはへる　結へる　　　　　　　ζとなほる　事直る　　　　　　　ゐすくまる　居疎まる
　　　　てまへる　（動）　　　　　　　　ひなほる　日直る　　　　　　　あたけまる　安宅丸
　　かふらをへる　甲羅を経る　　　　おもひなほる　思ひ直る　　　　　　かしこまる　畏まる
　　　　　ほる　惚る　　　　　　　　ゐなほる　居直る　　　　　　　　をさまる　収まる
　　　　　ほる　欲る　　　　　　　　　　ねほる　寝惚る　　　　　　むしがをさまる　虫が納まる
　　　　　いほる　庵る　　　　　　　　　のぼる　上る　　　　　　　まひをさまる．舞ひ収まる
　　　　　いぼる　（動）　　　　　　　　まうのぼる　参上る　　　　　　　　　しまる　締まる
　　　　よくぼる　欲ぼる　　　　　　　きがのぼる　気が上る　　　　　　　しじまる　蟹まる
　　　　　こぼる　零る　　　　　　　とよさかのぼる　豊栄登る　　　　　　　うずすまる　（動）
　　　　　こぼる　穀る　　　　　　　つぎのぼる　継ぎ登る　　　　　　みすまる　御統
　　　さえこほる　冴え凍る　　　　　　　けのぽる　気上る　　　　　　　　やすまる　休まる
　　　うちこぼる　（動）　　　　　　　さしのぼる　さし昇る　　　　　　　せまる　迫る
　　なさけこぼる　情け零る　　　　　　うちのぼる　うち上る（枕）　さうゆかげせまる　桑楡かげ迫る
　　　とどこほる　滞る　　　　　　　　ととのほる　調ほる　　　　　　　　　くそまる　糞まる
おもひとどこほる　思ひ滞る　　　　　　すみのぼる　澄み昇る　　　　　　　ひそまる　潜まる
　とりとどこほる取り滞る　　　　　　かむのぼる　神上る　　　　　　　　たまる　溜まる
　　　しみ乙ほる　凍み凍る　　　　　　なりのぼる．成り上る　　　　　　　さだまる　定まる
　　　　よこほる　横ほる　　　　　　　まゐのぽる　参上る　　　　　　　あたたまる　暖まる
　　　のりこぼる　乗り溢る　　　　　　　おぼほる　溺ほる　　　　　　　みつたまる　水淳る（枕）
　　　　むさぽる　食る　　　　　　　　むすぼほる　結ぽほる　　　　　　あらたまる　改まる
　　よをむさぼる　世を貧る　　　おもひむすぼほる　思ひ結ぼほる　　　としあらたまる　年改まる
　　　　　しばる　絞る　　　　　　　　　まぽる　（動）　　　　　　いろあらたまる　色改まる
　　たもとしぼる　手本しぼる　　　　　　　まぼる　守る　　　　　　　　　　ちまる　（動）
　ござうをしぼる　五臓を絞る　　　　　　　めをほる　目を欲る　　　　　　　　　つまる　詰まる
　　そでをしぼる　袖を絞る　　　　　　　　　まる　丸（名）　　　　　　　みがつまる　身がつまる
　　　　すぼる窄る　　　　　　　　　一まる　丸（接尾）　　　　こじりがつまる　錯が詰まる
　　　ふすぼる鷺る　　　　　　　　　　まる　（動）　　　　　せけんがつまる　世間が詰まる
　　　　むすぼる　結る　　　　　　　　　あまる　余る（動）　　　　　いきづまる　行き詰まる
　おもひむすぽる　思ひ結る　　　　　　　一あまる　余る（接尾）　　　　　　しづまる　鎮まる
　　　　そぼる戯る　　　　　　　おきあまる　置き余る　　　　　　おしづまる　お静まる
　　　　くづほる　頽る　　　　　　なげきあまる　歎き余る　　　　　　さしつまる　さし詰まる
　　おいくつほる　老いくつほる　　　いきづきあまる　息衝き余る　　　　おもひしづまる　思ひ鎮まる
　おもひくづほる　思ひくづほる　　みゃうがにあまる　冥加に余る　　　　　　　つづまる　約まる
　　　　　とほる　通る　　　　　　　　みにあまる　身に余る　　　　　　　てづまる　手詰まる
　　　いきどほる　憤る　　　　　　　めにあまる　目に余る　　　　　　かむづまる　神留まる
　　　すどほる　素通る　　　　　こころにあまる　心に余る　　　　　　　　とまる　留まる
　　　きのとほる　気の通る　　　　　　ζひあまる　恋ひ余る　　　　　　いきとまる　生き止まる
　　　いひとほる．言ひ通る　　　　　おもひあまる　思ひ余る　　　　　　やけとまる　焼け止まる
　　　ほとほる　熱る　　　　　　いふにもあまる　言ふにもあまる　　　　おちとまる　落ち留まる
　　　しみとほる染み徹る　　　　　なりあまる　成り余る　　　　　　とどまる　止まる
　　　ふみとほる　踏み通る　　　　　　　ゐあまる　居余る　　　　　　よにとどまる　世に留まる
　　　　もとほる　’（動）　　　　　　　　　たうまる　唐丸　　　　　　　　みみとどまる　耳留まる
　いゆきもとほる　い行き廻る　　　　　　どうまる　胴丸　　　　　　　　　　のどまる　（動）
　　　たもとほる　（動）　　　　　　　　　かがまる　屈まる　　　　　　　おもひとまる　思ひ止まる
　ζぎたもとほる　漕ぎたもとほる　　　おいかがまる　老い屈まる　　　　　　めとまる　目とまる
　はひたもとほる　這ひたもとほる　　　　わだかまる　描る　　　　　　　こζうとまる　心留まる
　　たちもとほる　立ちもとほる　　　　　　きまる　決まる　　　　　　　　　なまる　鈍る
　　はひもとほる　這ひもとほる　　　　　　くまる　分る　　　　　　　　　なまる　隠る
　　　　なほる　直る　　　　　　　　おくまる　奥まる　　　　　　　こなまる　小説る
　　おしなぽる押し直る　　　　　　くぐまる　屈まる　　　　　　　よこなまる　横靴る
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　　　ねまる　（動）　　　　　　　　こころみる　試みる　　　　　　　うはぐもる　上曇る
　　ししのまる　獅子の丸　　　　　　　うしろみる　後ろ見る　　　　　　このはぐもる　木葉曇る
　　よしのまる　吉野丸　　　　　　　　　めをみる　目を見る　　　　　　　　　こもる　寵る
　　ふちのまる　藤の丸　　　　　　　ゆめをみる　夢を見る　　　　　　　いこもる　斎寵る
　　　にのまる　二の丸　　　　　　　おもん、みる　惟る　　　　　　　　かきこもる　かき籠る
　　つるのまる　鶴の丸　　　　　　　　　　むる　群る　　　　　　　　かけこもる　掛け籠る
　　さんのまる　三の丸　　　　　　　　　いむる　い群る　　　　　　　さしこもる　鎖し寵る
　　　　はまる　填まる　　　　　　　　かうむる　被る　　　　　　　　すごもる　巣籠る
　　　きはまる　極まる　　　　　　　　うちむる　うち群る　　　　　　　てこもる　手籠る
　　　っぱまる　（動）　　　　　　　　たはむる　戯る　　　　　　　たてこもる　楯籠る
　　　とひまる　問丸　　　　　　　　　　　める　減る　　　　　　　　とのこもる　殿籠る
　　　ふふまる　含まる　　　　　　　　いがめる　（動）・　　　　　おほとのこもる　大殿籠る
　　　くぼまる　凹まる　　　　　　　　．きめる　極める　　　　　　　このはこもる　木の葉寵る
　　　ほほまる　含まる　　　いんぐわをふくめる　因果を含める　　　　あまこもる　雨隠る
　　　あやまる　誤る　　　　　　　まひをさめる　舞ひ収める　　　　　つまこもる　つま隠る
　　　あやまる　謝る　　　　　　　　　　しめる　湿る　　　　　　　　　よごもる　世籠る
　とりあやまる　取り誤る　　　　　　　しめる　締める　　　　　　なぐさもる　慰もる
　　　はやまる　早まる　　　　　　おっかじめる　（動）　　　　　　　　としもる　年守る
　　　きよまる　清まる　　　　　　ぶってしめる　（連語）　　　　　　　　たもる　給る
　まつげよまる　聴毛読まる　　　　　おもひしめる　思ひ湿る　　　　　　　　つもる　積る
　　　っらまる　捉る　　　　　　　しょしめる　（動）　　　　　　　いつもる　い積る
　　　はらまる　孕まる　　　　　　　　　　すめる　（動）　　　　　　　　　うつもる　埋もる
　　　ほんまる　本丸　　　　　　　　　　つめる　帆る　　　　　　　　としつもる　年積る
　　　　　みる　海松　　　　　　　いきをつめる　息を詰める　　　　　　うはもる　上漏る
　　　　みる　廻る　　　　　　　みのけをつめる　身の毛を詰める　　　　　　　まもる　守る
　　　　みる　見る　　　　　　　ねをつめる’根を詰める　　　　　うちまもる　うち守る
　　　かがみる　鑑みる　　　　　　　みをつめる　身を詰める　　　　くひぜをまもる　株を守る
　　　ふかみる　深海松　　　　　　そでをとめる　袖を留める　　　　　　　むもる　埋る
　　かんがみる　鑑みる　　　　いきのねをとめる　息の根をとめる　　　　ひとめもる　人目守る
　　　うきみる　浮き海松　　　　　　　　なめる　滑める　　　　　　　　　　やる　破る
　　　かきみる　かき廻る　　　　　　　　ぬめる　滑める　　　　　　　　　やる　遣る（動）
　　　こぎみる　漕ぎ廻る　　　　　　　　　ふめる　踏める　　　　　　　　　　一やる　遣る（接尾）
　　　ゆきみる　往き廻る　　　　　　　　もめる　揉める　　　　　　　　一やる　（助動）
　ふりさけみる　振り放け見る　　　さらけやめる　（動）　　　　　　　　　いやる　言やる
　　　またみる　俣海松　　　　　　　　　よめる　読める　　　　　　　　かいやる　掻い遣る
　　　うちみる　うち廻る　　　　　　　くるめる　（動）　　　　　　　　かいやる　かい遣る
　　　うちみる　うち見る　　　　　　　　　もる　漏る　　　　　　　　わかやる　若やる
　　　たちみる　立ち見る　　　　　　　　　もる　（動）：　　　　　　　　かきやる　書き遣る
　　　めにみる　目｝ζ見る　　　　　　　　　もる　守る　　　　　　　　　かきやる　掻き遺る
　ただめにみる　直目に見る　　　　　　　あもる　天降る　　　　　　　せきやる　塞きやる
　　　しばみる　屡見る　　　　　　　　うもる　埋もる　　　　　　　ひきやる　引き破る
　　　あひみる　逢ひ見る　　　　　　　　　おもる　重る　　　　　　　　　ひきやる　引き遣る
　　おもひみる　惟る　　　　　　　　　くもる　曇る　　　　　　　　ゆきやる　行きやる
　　　　まみる　塗る　　　　　　　かきくもる　かき曇る　　　　　　かけやる掛け破る
　　かいまみる垣間見る　　　　　　　くくもる　（動），　　　　　　　　　こやる　臥やる
　　　ためみる　矯め見る　　　　　　はぐくもる　羽ぐくもる　　　　　　　さやる　障る
ゆめにゆめみる　夢に夢見る　　　　　　さぐもる　さ曇る　　　　　　　　しやる　し遣る
　　　じ手みる　（動）』　　　　　　　　さしくもる　さし曇る　　　　　　　　一しゃる　（助動）
　　　とりみる　とり見る　　　　　　たなぐもる　棚曇る　　　　　　　おしやる　押し遣る
　　かへりみる　顧る　　　　　　　しりがぬくもる　尻が温もる　　　　　　おしゃる　（動）
　　　みるみる見る見る　　　　　　とのぐもる　との曇る　　　　　　さしやる　さし遣る
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　　　さしゃる．（動）　　　　　　　　　　いよる　い寄る　　　　　　　　　　　　　　　「つれる
　　一さしゃる　（助動）・　　　　　　　あうよる　奥寄る　　　　　　かいもっれる　かい縫’れる
　　一っ．しゃる　（助動）　　　　　　　　　およる　御夜（名）　　　　　　　　どれる　（動）
　　さっしゃる　（動）　　　　　　　　　　およる　御夜る（動）　　　　　　　ぬれる　濡れる
　一さっしゃる　（助動）　　　　　　　　　かよる　か寄る　　　　　　　　きがふれる　気がふれる
　一やっしゃる　（助動）　　　　　　　　きよる　来寄る　　　　　　あんじほれる　案じほれる
　　おぼしやる　思し遣る　　　　　かよりかくよる　か寄りかく寄る　　　　ばしゃれる　婆娑れる
　　おもしゃる　（動）．　　　　　　　　　ζよる　小夜　　　　　　　　ぷしゃれる　無洒落る
　　一やしゃる（助動）　　　　　　　　たよる　便る　　　　　　　おぶしゃれる　（動）
　ごろんじゃる　御覧じゃる　　　　はらすちよる　腹筋よる　　　　　　しりがわれる　尻が割れる
　　　うちやる　うち遣る　　　　　　　たちよる　立ち寄る　　　　　　ががをれる　我が折れる
　　　おちゃる　（動）　　　　　　　　ねちよる　捻ぢ寄る　　　　　　　　ひろる　広る
　　おんぢゃる（動）　　　　　　つよる強る　　　　　　わる悪
　　　してやる　（動）　　　　　　　　　とよる　と寄る　　　　　　　　　わる　割る
　ことつてやる　言伝て遣る　　　　　　　とよる　外寄る　　　　　　　しゃう』わる　性悪
　　　　はやる逸る　　　　　　　　　いひよる　言ひ寄る　　　　　　　かけわる　駆け割る
　　　　はやる　流行る　　　　　　　おもひよる　思ひ寄る　　　　　　　　こわる　（動）
　　うちはやる　うち逸る　　　　　　　しぼよる　籔寄る　　　　　　　　　すわる　坐る
　　　いひやる　言ひ遣る　　　　　　　つまよる　爪嵯る　　　　　　　どうすわる　胴据る
　　　おひゃる　（動）　　　　　　　　噛なみよる　並み寄る　　　　　ふねがすわる　船が坐る
　　おもひやる思ひ遣る　　　　　　　なれよる　馴れ寄る　　　　おぷねがすわる　お船がすわる
　　　　みやる　見遣る　　　　　　　すべりよる　滑り寄る　　　　　　　　ことわる　断る
　　ながめやる　眺め遣る　　　　　　　よるよる　夜夜　　　　　　　　　　ひわる　干割る
　　　おもやる　思やる　　　　　　　　　　ゐよる　居寄る　　　　　　　おもひよわる　思ひ弱る
　　　おりゃる　（動）　　　　　　　　　とをよる　携寄る　　　　　　　　　　わわる　（動）
　　　くりゃる　（動）　　　　　　　　　　一らる　（助動）　　　　　　あたまをわる　頭を割る
　　　とりやる取り遣る　　　　　　　あらる　有らる　　　　　　まくらをわる　枕を割る
　　　はりやる張り破る　　　　　　　いらる　焦らる　　　　　　　　ゐる　居る（動）
　　ぜいをやる　賛を遣る　　　　　　　　こらる　噴らる　　　　　　　　　一ゐる　居る（接尾）
　　あぢをやる　味をやる　　　　　　　わすらる　忘らる　　　　　　　　　　ゐる　蜥る
　　はなをやる　花をやる　　　　　　いらせらる　（動）　　　　　　　　　　ゐる　率る
　　はばをやる　幅を遣る　　　うちかぶとをみらる　内兜を見らる　　　　　ついゐる　（動）
　いとまをやる暇をやる　　　　くるる枢　　　　　ながゐる長居る
よこがみをやる　横紙を破る　　　　きもがいれる　肝が煎れる　　　　　はらがゐる　腹が居る
　こころをやる　心をやる　　　　　さくをいれる　作を入れる　　　　　　　きゐる　来居る
　　　　ゆる　百合　　　　　　　　せこをいれる　勢子を入れる　　　　　　おきゐる　起き居る
　　　　ゆる　許る　　　　　　　そこをいれる　底を入れる　　　　　　ひきゐる　率ゐる
　　　　ゆる揺る　　　　　　あせをいれる汗を入れる　　　　　おちゐる落ち居る
　　　　ゆる　緩　　　　　　　　はだをいれる　膚を入れる　　　　　　たちゐる　立ち居る
　　　　くゆる　（動）　　　　　はんでふをいれる　半畳を入れる　　　　　もちゐる　用ゐる
　　　きこゆる　聞こゆる　　　　　　めをいれる　目を入れる　　　　　　いでゐる　出で居る
　　　　さゆる　小百合　　　　　　　　　きれる　切れる　　　　　　　　まどゐる　円居る
　　　おはゆる　追はゆる　　　　　　ひねくれる　（動）　　　　　　　ろくにゐる　陸に居る
　　　あらゆる　（連体）　　　　　　　どまぐれる　（動）　　　　　　　　したにゐる　下にゐる
　　　ゆるゆる　揺る揺る　　　　　だりむくれる　（動）　　　　　　かざしたにゐる　風下にゐる
　　　ゆるゆる　緩緩　　　　　　　　おもくれる　重くれる　　　　　　しもにゐる　下にゐる
　　　　よる　夜　　　　　　ζくびゃくすれる　黒白摺れる　　　　　　あひゐる　相居る
　　　　よる　（動）　　　　　　　　おそれる　恐れる　　　　　　　　まゐる　参る
　　　　よる　因る　　　　　　　　　ねだれる　強請れる　　　　いっぱいまゐる　一杯参る
　　　　よる　寄る　　　　　　　ゐびたれる　居浸れる　　　　　　　おまゐる　御参る
　　　　よる　（動）　　　　めのさやがはつれる　目の鞘がは』　　　　おめがまゐる　お目が参る
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　　あしまゐる　足参る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いざうれ　（感）
みかうしまゐる御格子参るれ　どうれ（感）　　もてまゐる　持て参る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このうれ木の末
　　ものまゐる　物参る　　　　　　　　　　一れ　（助動未然連用）　　　　　やうれ　（感）
　　　なみゐる　並み居る　　　　　　　　　あれ　（感）　　　　　　　　　　おれ　己
　　　おりゐる　下り居る　　　　　　　　あれ　生れ　　　　　　　　　やおれ　（感）
　　　とりゐる取り率る　　　　 あれ村　　　　　　かれ枯れ
　　　よりゐる寄りゐる　　　　　あれ阿礼　　　　　 かれ彼
　　はらをゐる　腹を居る　　　　　　　　　あれ　吾　　　　　　　　　　　　かれ　故
　　　　　ゑる　彫る　　　　　　　　　　あれ彼　　　　　　　　　　あかれ分かれ
　むねをすゑる　胸を据ゑる　　　　　　一こそあれ　（連語）　　　　　　おきゃあがれ　置きゃあがれ
　きもをすゑる　肝を据ゑる　　　ことしもこそあれ　事しもこそあれ　　　　　　うかれ　浮かれ
　　　かつゑる　餓ゑる　　　　　　さもあらばあれ遮莫　　　　　　　　　あくがれ　憧れ
　　　　をる　折る　　　　　　　　　みあれ御生れ　　　　　　　　こがれ焦がれ
　　　　かをる　薫る　　　　　　　かものみあれ　賀茂の御生れ　　　　　したこがれ　下焦がれ
　　　　がをる　我折る　　　　ともあれかくもあれ　（連語）　　　　　　　ひきさかれ　引き裂かれ
　　かぜかをる　風薫る　　　　　　　　さもあれ　（連語）　　　　　　　くさがれ　草枯れ
　　うちかをる　デち薫る　　　　　　一しもあれ　（連語）　　　　　　　　せがれ　伜
　　いしきをる　い布き折る　　　　ときしもあれ時しもあれ　　　　　　たそがれ黄昏
　　　ひきをる　引き折る　　　　　ことしもあれ　事しもあれ　　　　　　やつがれ僕
　　　　しをる　萎る　　　　　　　をりしもあれ折りしもあれ　　　　　　なかれ勿れ
　　　　しをる　栞る　　　　　みをすててこ　　　　身を捨てて　　　　　　　ながれ　流れ（名）
　　　　しをる　貴る　　　　　そうかむせもあれ　　こそ浮か　　　　　　一ながれ流れ（助数）
　　　こしをる　腰折る　　　　　　　　　　　　　む瀬もあれ　　　　しはうながれ　四方流れ
　おもひしをる　思ひ萎る　　　　　　　ともあれ　（連語）　　　　　　　おながれ　御流れ
　　ちりしをる　散り萎る　　　　それはともあれ其れはともあれ　　　いちざながれ一座流れ
　　　むずをる　むず折る　　　　　　いかにもあれ　如何にもあれ　　　　かはながれ　川流れ
　　　　たをる　手折る　　　　　　　　おいいれ　老い入れ　　　　　　いちやながれ　一夜流れ
　　　したをる　下折る　　　　　　　　　　おいれ　老入れ　　　　　　　　　のがれ　（名）
　　　っぼをる　壼折る　　　　　　　　ひきいれ　引き入れ　　　　いっすんのがれ　一寸遁れ
　　　　ををる　携る　　　　　　　　　なげいれ　投げ入れ　　　　　　　しほがれ　潮個れ
　　さきををる　先を折る　　　　　　　こしいれ　輿入れ　　　　　　　　めかれ　目離れ
　　さきををる　咲きををる　　　ぢゅうくわしいれ　重菓子入れ　　　　　　しもがれ　霜枯れ
　ζひざををる　小膝を折る　　　　　　くちいれ　口入れ　　　　　　　　ふゆがれ冬枯れ
　　　てををる　手を折る　　　　　びんみついれ費水入れ　　　　　　　　よがれ　夜離れ
　　　なををる　名を折る　　　　　　　たていれ　立て入れ　　　　　　　うらがれ　末枯れ
　　はなををる　花を折る　　　　　ほんたていれ　本立て入れ　　　　　　かれがれ枯れ枯れ
　ζぽねををる　小骨を折る　　　　　　もといれ　元入れ　　　　　　　　かれがれ　離れ離れ
　　おひををる　生ひををる　　　　　　　ひいれ火入れ　　　　　　　　これかれ此彼
　かっらををる　桂を折る　　　　　　　いひいれ　言ひ入れ　　　　　　　それかれ　其彼
　　　　きんる　近流　　　　　　　　おもひいれ　思ひ入れ　　　　　　　　わかれ　別れ
　　　　さんる　三流　　　　　　　　　ゆひいれ　結ひ入れ　　　　　　いきわかれ　生き別れ
　　　　をんる　遠流　　　　　　　　　　みいれ　見入れ　　　　　　ながきわかれ　永き別れ
　　ウニコール　（名）　　　　　　　　　かみいれ　紙入れ　　　　　　　くにわかれ　国別れ
　　　　モール　莫臥爾　　　　　　　はながみいれ　鼻紙入れ　　　　　　あかぬわかれ　飽かぬ別れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くみいれ　組み入れ　　　　　さらぬわかれ　避らぬ別れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもいれ　思入れ　　　　　　してうのわかれ　四鳥の別れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃいれ　茶入れ　　　　　　だいざのわかれ　台座の別れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころいれ　心入れ　　　　　　そでのわかれ　袖の別れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うれ　末　　　　　　　　ひなのわかれ　鄭の別れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うれ　（代名）　　　　きぬぎぬのわかれ　衣衣の別れ
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っひのわかれ　終の別れ　　　　　　　　あけくれ　明け暮れ　　　　　　　　　さざれ一細れ
　ちょんがれ　（名）　　　　　　　　　あけぐれ　明け暮れ　　　　　　かしくだされ　貸し下され
　　　　きれ切れ（名）　　　　　　　こぐれ木暮れ　　　　　おゆるしなされ　お許しなされ
　　　一きれ切れ（接尾）　　　　　わざくれ（名）　　　　　　　こはざれ恐戯れ
　　　あきれ呆れ　　　　　　　　わんざくれ　（感）　　　　　　　　　ゆふされ　夕され
　　　いきれ（名）　　　　　　　　　しぐれ　時雨　　　　　　　　　ふゆざれ　冬ざれ
　こだいぎれ　古代切れ　　　　　　よこしぐれ　横時雨　　　　　　　　ゆるされ　許され
　じだいぎれ時代切れ　　　　　さんさしぐれ　さんさ時雨　　　　　　　わすれ　忘れ
　　　こぎれ　小切れ　　　　　　　かたしぐれ　片時雨　　　　　　　としわすれ　年忘れ
　をとこぎれ　男切れ　　　　　　　きたしぐれ　北時雨　　　　　　　ものわすれ　物忘れ
　　よこぎれ　横切れ　　　　　　　はつしぐれ　初時雨　　　　　　　　おもわすれ　面忘れ
　　　しきれ　尻切れ　　　　　　そでのしぐれ　袖の時雨　　　　　　　　　それ　其れ
　　としぎれ　年切れ　　　　いつはりのしぐれ　偽りの時雨　　　　　　　　それ　夫
あらいそぎれ　荒磯切れ　　　　　　このはしぐれ　木の葉時雨　　　　　　　　おそれ　恐れ
　乙ひつぎれ　古筆切れ　　　　　　ゆふしぐれ　夕時雨　　　　　　なんぞれかそれ　何其れ彼其れ
　　　てぎれ　手切れ　　　　　　　せみしぐれ　蝉時雨　　　　　　　　おれそれ　（名）
　　ひとぎれ　人切れ　　　　　　　つゆしぐれ　露時雨　　　　　　　　　それぞれ　（代名）
　　ものきれ　物切れ　　　　　　　さよしぐれ　小夜時雨　　　　　　　　　たれ　誰
　　　ひきれ　引入れ　　　　　　　むらしぐれ　村時雨　　　　　　　むいかだれ　六日垂れ
　　　まぎれ　紛れ　　　　　　　ひゃうたくれ　（名）　　　　　　　　あくたれ　悪たれ
　くらまぎれ　暗紛れ　　　　　　　　つちくれ　土塊　　　　　　　　　ねくたれ　寝腐れ
　くれまぎれ　暮れ紛れ　　　　　　　　なぐれ　（名）　　　　　　　　　へげたれ　（名）
　　あやぎれ　あや切れ　　　　　　はなぐれ鼻榑　　　　　　　　　すだれ簾
　　しりきれ尻切れ　　　　　　　なにくれ何くれ　　　　　　ぢくすだれ軸簾
　　　　くれ　暗れ　　　　　　　　　このくれ　木の暗れ　　　　　　　あしすだれ　葦簾
　　　　くれ　暮れ　　　　　　　かたゆふぐれ　片夕暮れ　　　　　　　したすだれ　下簾
　　　　くれ　塊　　　　　　　　なまゆふぐれ　生夕暮れ　　　　　みくりのすだれ　三稜草の簾
　　　　くれ榑　　　　　　　　　はらぷくれ　腹脹れ　　　　　　　　がますだれ　蒲簾
　　　　くれ　（代名）　　　　　　　　おほぐれ　大暮れ　　　　　　　　たますだれ　玉簾
　　　　くれ一呉　　　　　　　　　　おほぐれ　（形動）　　　　　　　いよすだれ　伊予簾
　　かいくれ　（副）　　　　　　　　ちょぼくれ　（名）　　　　　　　　あをすだれ　青簾
じっぱうぐれ　十方暮れ　　　　　　ゆふまぐれ　夕間暮れ　　　　　　　ひたたれ　直垂
　　　おくれ後れ　　　　　　　やまくれ山くれ　　　　 ようひひたたれ鎧直垂
ζ乙ろおくれ　心後れ　　　　　　うしろもくれ　後ろもくれ　　　　　　　　てだれ　手足れ
　　　かくれ　隠れ　　　　　　　　　くれぐれ　（副）　　　　　　　　　　ねだれ　（名）
　　こがくれ　木隠れ　　　　　　　　一けれ　（接助）　　　　　　　さかねだれ逆ねだれ
　かざがくれ風隠れ　　　　　　　一けれ　（助動已然）　　　　　　はだれ　（形動）
　くさがくれ　草隠れ　　　　　　　　　けけれ　心　　　　　　　　　　かはたれ　彼は誰
やうじがくれ楊枝隠れ　　　　 これ此　　　　　まへだれ前垂れ
こうちがくれ　小路隠れ　　　　　　これはζれ　（連語）　　　　　　あかまへだれ　赤前垂れ
せうちがくれ　小路隠れ　　　　　　　あれこれ　（代名）　　　　　　　　たまだれ　玉垂れ
　いはがくれ　岩隠れ　　　　　　　　かれこれ　彼此　　　　　　　　　　みだれ　乱れ
このはがくれ木の葉隠れ　　　　　　わこれ　（代名）　　　　　　　さみだれ五月雨
　あまがくれ　雨隠れ　　　　　　　　ふかざれ　深戯れ　　　　　　　そらのみだれ　空の乱れ
　やまがくれ　山隠れ　　　　　　　　ききざれ　聞きざれ　　　　　　　そらみだれ　空乱れ
みやまがくれ　深山隠れ　　　　　　　　くされ　腐れ　　　　　　　　　こもだれ　薦垂れ
　かみがくれ神隠れ　　　　　　　くさ拒（接頭）　　　　　　　よだれ誕
すずめがくれ　雀穏れ　　　　　いっそのくされ　いっその腐れ　　　　　　ぬりたれ　塗り垂れ
　くもがくれ　雲隠れ　　　　　　　　めくされ　目腐れ　　　　　　　　　をだれ　尾垂れ
はしらがくれ　柱隠れ　　　　　せいもんくされ　誓文腐れ　　　　　　　さげをだれ　下尾垂
　そらがくれ　空隠れ　　　　　おしもにござれ　御下にござれ　　　　　　　つれ　連れ
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　　　　　つれ　（形名）　　　　　　　さつきばれ　五月晴れ　　　　　　　　ほまれ　誉れ
　　　　一つれ　（助動已然）　　　　　　かこはれ　囲はれ　　　　　　　　まれまれ稀稀
　　　　一つれ　（接尾）　　　　　　　　　さはれ　（感）　　　　　　　　　　くみれ　組入れ
　　　　いつれ　何れ　　　　　　　　　　さばれ　（感）　　　　　　　　　すみれ　童
　　　わきつれ　脇連れ　　　　　　　　　あっぱれ　天晴れ　　　　　　　　っぼすみれ　壼董
　　　　くつれ　崩れ　　　　　　　　　　　みばれ　身晴れ　　　　　　　　　　むれ　山
　　　　しつれ　垂れ　　　　　　　　　はらはれ　腹脹れ　　　　　　　　たはむれ　戯れ
　　　　っつれ　綴れ　　　　　　　ひとわらはれ　人笑はれ　　　　　　ごさんめれ　（連語）
　　　あとつれ　後連れ　　　　　　　　ついりばれ　梅雨入り晴れ　　　　　　　うもれ　埋もれ
　　　　はつれ　外れ　　　　　　　　けふをはれ　今日を晴れ　　　　ひいひいたもれ　（名）
　　　づはつれ　図外れ　　　　　　　　　めんばれ　面晴れ　　　　　　　　　　やれ　（感）
ことばのはつれ　言葉の外れ　　　　　　　　ひれ　鰭　　　　　　　　　　　一やれ　（終助）
　　つまはつれ　褄外れ　　　　　　　　　　ひれ　領布　　　　　　　　　　一やれ　（副助）
　はつれはつれ　（副）　　　　　　　　　たくひれ　拷領布　　　　　　　　　　やれ一破れ
　　あそびつれ　遊び連れ　　　　　　　あきつひれ　蜻蛉領布　　　　　　　　　しゃれ　白女
　　たてまつれ　奉れ　　　　　　　　　あまつひれ　天つ領布　　　　　　　　しゃれ　西落
　　　　やつれ　套れ　　　　　　　　　おほびれ　大鰭　　　　　　　　　ぷしゃれ　無洒落
　　　およつれ　（名）　　　　　　　　　あまひれ　天領布　　　　　　　わるじゃれ　悪酒落
　　　つれづれ　徒然　　　　　　　　　　ふれ触れ　　　　　　　　　おちゃれ　（名）
　　　　ててれ　（名）　　　　　　　　　いきぶれ　行き触れ　　　　　　おのれやれ　（感）
　　　　　どれ　（名）　　　　　　　　　さきぶれ　先触れ　　　　　　　　　はれやれ　（感）
　　　　　どれ　（代名）　　　　　　　　　たふれ　倒れ　　　　　　　　　やれやれ　（感）
　　　　おどれ　己れ　　　　　　　　こうじだふれ　孔子倒れ　　　　　　　やれやれ　破れ破れ
　　くらひどれ　食ひどれ　　　　　　　くなたぶれ　（名）　　　　　　　　こころやれ　心やれ
　　　ゑひどれ　酔ひどれ　　　　　くらひだふれ　食倒れ　　　　　　　　さんやれ　（感）
　　　　　なれ　汝　　　　　　　　つくりだふれ　作り倒れ　　　　　　　わきよれ　脇寄れ
　　ちゅうなれ　中馴れ　　　　　　くらゐだふれ　位倒れ　　　　　　　　　あられ　霰
　　　　そなれ　磯馴れ　　　　　　　　　ことぶれ　事触れ　　　　　　　こころいられ　心苛られ
　　一こそなれ　（連語）　　　　かしまのことぶれ　鹿島の事触れ　　　　　　　　われ　吾
　　　　たなれ　手慣れ　　　　　　　　たはぶれ　戯れ　　　　　　　　　　一われ　（終助）
　　　　はなれ　放れ　　　　　　　　てたはぶれ　手戯れ　　　　　　　　われわれ　破れ破れ
　　　たばなれ　手放れ　　　　　　　　　やぶれ　破れ　　　　　　　　　われわれ　我我
　　みつばなれ　水放れ　　　　　　　じぶんぶれ　時分触れ　　　　　　　こしをれ　腰折れ
　　さとばなれ　里離れ　　　　　　　そらおぼれ　（名）　　　　　　　　ひとをれ　一折れ
　　くもばなれ　雲離れ（枕）　　　　　　　こぼれ　零れ　　　　　　　　　せみをれ　蝉折れ
　　きれはなれ　切れ離れ　　　　　　　あだぼれ徒惚れ　　　　　　　　　やんれ　（感）
　　ごさんなれ　（連語）　　　　　　　　かっぼれ　（名）
　　ござんなれ　（連語）　　　　　　　　あひぼれ　相惚れ、
　　　もむにれ　（名）　　　　　　　　　ほれぼれ　惚れ惚れ
　　　　　ぬれ　濡れ　　　　　　　　　　　　まれ　稀
　　　　こぬれ　木末　　　　　　　　　　一まれ　（連語）
　　　　おのれ　己　　　　　　　　　　うまれ生まれ
　　　　　はれ　（感）　　　　　どうまれかうまれ　（連語）
　　　　　はれ　晴れ　　　　　　　とまれかうまれ　（連語）
　　　　あはれ　（感）　　　　　　　　うちうまれ　氏生まれ
　なげのあはれ　無げのあはれ　　　　うまれうまれ生まれ生まれ
　もののあはれ　物のあはれ　　　　　　まんがまれ　万が稀
　　ものあはれ　もの哀れ　　　　　　かくまれ斯くまれ
　　よのあはれ　世のあはれ　　　　とまれかくまれ　（連語）
　　　　いはれ　言はれ　　　　　　　　一でまれ　（連語）
　　　　おはれ　御晴れ　　　　　　　　　とまれ　（副）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　かぜのいろ　風の色　　　　　　　　　　くろ　瀧
　　　　うなみだのいろ涙の色なかぐろ中黒　　　　　　　　　　　　　　　　　はなのいろ　花の色　　　　　　　こなかぐろ　小中黒
　　　　　ろ　櫨　　　　　　　　おもひのいろ　思ひの色　　　　　おほなかぐろ　大中黒
　　　　　一ろ　（終助）　　　　　　やしほのいろ　八入の色　　　　　　　　　ざくろ　石榴
　　　　　一ろ　（接尾）　　　　　　かたみのいろ　形見の色　　　　　　　　すぐろ　末黒
　　　　あろ　有ろ　　　　　　　ゆかりのいろ　縁の色　　　　　　　　ひたぐろ　直黒
　　　　いろ　色（名）　　　　　　こころのいろ　心の色　　　　　　　　まっくろ　真っ黒
　　　　いろ一色（造語形）　　　　　　　はいろ　倍膿　　　　　　　　　　　どくろ　濁瞠
　　　　いろ　碕廠　　　　　　　　　くちばいろ　巧ち葉色　　　　　　　　かねぐろ　鉄漿黒
　　　　いろ一（接頭）　　　　　　かものはいろ　鴨の羽色　　　　　　　　おはぐろ　御歯黒
　　　あいろ　文色　　　　　　　　　　ゆばいろ　柚葉色　　　　　　　　　　ふくろ　袋
　　かういろ　香色　　　　　　　　たんばいろ　胆碁色　　　　　　きゃうぶくろ　経袋
　くわざういろ　萱草色　　　　　　　　　にびいろ　鈍色　　　　　　　ききゃうぶくろ　桔梗袋
くわんざういろ　萱草色　　　　　　　　にぶいろ　鈍色　　　　　　ぷっしゃうぶくろ　仏餉袋
　　すはういろ　蘇芳色　　　　　　わかなへいろ　若苗色　　　　　　　さんえぷくろ　三衣袋
　いまやういろ　今様色　　　　　　　　　　ほいろ　焙炉　　　　　　　　　つかぶくろ　柄袋
　　　おいろ　御色　　　　　　　　　すみいろ　墨色　　　　　　　　ぬかぶくろ　糠袋
　　　かいろ　（感）　　　　　　　うすずみいろ　薄墨色　　　　　ありあけぷくろ　有明け袋
　　あかいろ　赤色　　　　　　　　　くるみいろ　胡桃色　　　　　　　　かけぶくろ　懸け袋
　　にがいろ　苦色　　　　　　　　　　．めいろ　迷魔　　　　　　　　　ぬさぶくろ　幣袋
　　かきいろ　柿色　　　　　　　　　めいろ　冥路　　　　　　うはざしぶくろ　上刺し袋
　　　こきいろ　濃き色　　　　　　　そめいろ　蘇迷慮　　　　　　　くそぷくろ　糞袋
　やまぶきいろ　山吹色　　　　　　　　　　やいろ　矢色　　　　　　　　　づだぶくろ　頭陀袋
　すすたけいろ　煤竹色　　　　　　　　おりいろ　織り色　　　　　　　もみちぷくろ　紅葉袋
　　まけいろ　負け色　　　　　　　　　くりいろ　栗色　　　　　　　　かはぶくろ　革袋
　　ちくさいろ　千草色　　　　　　　　ねりいろ　練り色　　　　　　　きりはふくろ　錐は嚢
　　とくさいろ　木賊色　　　　　　　　　るりいろ　瑠璃色　　　　　　うちがひぷくろ　打ち飼ひ袋
　つゆくさいろ　露草色　　　　　　　　　みるいろ　海松色　　　　　　　にほひぶくろ　匂ひ袋
　　かうじいろ　柑子色　　　　　　　　　いろいろ　色色　　　　　　　　　　ふぶくろ　文袋
　くちなしいろ　楯子色　　　　　　　　　あをいろ　青色　　　　　　　　こらへぷくろ　堪へ袋
　うっぷしいろ　空五倍子色　　　　　じふもんいろ　十文色　　　　　　　かがみぷくろ　鏡袋
　　ゆるしいろ　許し色　　　　　　　　しをんいろ　紫苑色　　　　　　はながみぷくろ　鼻紙袋
　　　うすいろ　薄色　　　　　　　　　　うろ　有漏　　　　　　　　ぐみぷくろ　茱萸袋
　　はねずいろ　はねず色　　　　　　　　　うろ　雨露　　　　　　　　　ゆみぷくろ　弓袋
　　かぞいろ　父母　　　　　　　　　　かうろ　香炉　　　　　　　　　ちゃぷくろ　茶袋
　　かたいろ　片色　　　　　　　　　えがうろ　柄香炉　　　　　　　　　ゆぷくろ　弓袋
　　はなだいろ　標色　　　　　　　　　　さうろ　草麿　　　　　　　　すりぷくろ　麓袋
　　ひはだいろ　檜皮色　　　　　　　　　つうろ　通路　　　　　　　　　はりぷくろ　針袋
　　　ぢいろ　地色　　　　　　　　　　とうろ　燈籠　　　　　　　　つるぷくろ　弦袋
　　かちいろ　褐色　　　　　　　　　しゃうろ　正路　　　　　　　　　ゑぷくろ　餌袋
　ふたついろ　二つ色　　　　　　　　　うろうろ　（副）　　　　　　　　ちゑぷくろ　知恵袋
　　はついろ　初色　　　　　　　　　くわうろ　黄櫨　　　　　　　　だんぷくろ　駄荷袋
　やまばという　山鳩色　　　　　　　　　　　おろ一（接頭）　　　　　　　　いれぼくろ　入れ黒子
　おなんどいろ　御納戸色　　　　　　　　おろおろ　（副）　　　　　　　　　つまぐろ　端黒
　　はないろ　花色　　　　　　　　　　さかろ　逆櫓　　　　　　　　　すみぐろ　墨黒
　　をぱないろ　尾花色　　　　　　　　　えきろ　駅路　　　　　　　　　　むくろ　躯
　　いはぬいろ　言はぬ色　　　　　　　　ぢきろ　直慮　　　　　　　　かたむくろ　堅躯
　　あかねいろ　茜色　　　　　　　　きろきろ　（副）　　　　　　　ひとむくろ　（名）
　なげきのいろ　歎きの色　　　　　　　ぎろぎろ　（副）　　　　　　　　　めぐろ　目黒
なつむしのいろ夏虫の色　　　　 くろ畔　　　　　まゆぐろ眉黒
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　　　かけろ　（感）　　　　　　　　　ねこころ　根心　　　　　　　ざふしきどころ　雑色所
　　　　　ころ　頃　　　　　　　　　　ねこころ　寝心　　　　　　おくつきところ　奥っ城処
　　　　　ころ　子ろ　　　　　　　あきのこころ　秋の心　　　　　めしつぎどころ　召次所
　　　ちかごろ　近頃　　　　　　　いけのこころ　池の心　　　　　　ごふくどころ　御服所
　　　なかごろ　中頃　　　　　　　そこのこころ　底の心　　　　　　しつけどころ　仕付け所
　　　さきごろ　先頃　　　　　　　　　とのこころ　殿心　　　　　　　おほやけどころ　公所
　　　つきごろ　月頃　　　　　　　ことのこころ　事の心　　　　　　はるけどころ　晴るけ所
　　　　けころ　蹴転　　　　　　　　はなのこころ　花の心　　　　　　　かしこどころ　賢所
　　　　こころ　心　　　　　　　　　もののこころ　物の心　　　　　　　　そこどころ　其処処
　　　いこころ　医心　　　　　　　　たびのこころ　旅の心　　　　　　　はたごどころ　旅籠所
　　おいこころ　老い心　　　　　　はるのこころ　春の心　　　　　　ないしどころ　内侍所
こしゃうこころ　後生心　　　　　　　わらはこころ　童心　　　　　　　みつしどころ　御厨子所
むじゃうこころ　無常心　　　　　　　さとびこころ　僅び心　　　　　　　きふじどころ　急死所
　　あがこころ　吾が心（枕）　　　わたらひごころ　渡らひ心　　　　　なほしどころ　直し所
　みそかごころ　密か心　　　　　　　ひとへこころ　偏心　　　　　　　おましどころ　御座し所
　　ひがこころ　僻心　　　　　　　　　なまこころ　生心　　　　　　いでましどころ　いでまし．処
　　ほかごころ　外心　　　　　　　このかみこころ　兄心　　　　　　たのもしどころ　頼もし所
　　　きこころ　着心　　　　　　　このみこころ　好み心　　　　　けびゐしどころ　検非違使所
　あかきこころ　赤き心　　　　　　　　きもこころ　肝心　　　　　　　みやすどころ　御息所
　　すきこころ　好き心　　　　　　　　よごころ　世心　　　　　　　　　たどころ　田荘
　　まきこころ　蒔き心　　　　　　　　からこころ　漢心　　　　　　　おうたどころ　御歌所
　　わきこころ　脇心　　　　　　　さかしらこころ　賢しら心　　　　おほうたどころ　大歌所
あやにくこころ　あやにく心　　　　　ひじりごζろ　聖心　　　　　　　あしたどころ　朝所
　やたけこころ　弥猛心　　　　　　ひたぶるこころ　直心　　　　　　かうみたところ　斯う見たところ
うちっけこころ　うちつけ心　　　　　うかれこころ　浮かれ心　　　　たきぐちどころ　滝口所
　あだしこころ　徒し心　　　　　　わざくれこころ　わざくれ心　　　　　こせちどころ　五節所
　うっしごζろ　現し心　　　　　　ざれこころ戯れ心　　　　　　たちどころ立ち所
　おなじこころ　同じ心　　　　　　　こころこころ　心心　　　　　　　　　まちどころ　町所
よしなしごころ　由無し心　　　　　すずろこころ　漫ろ心　　　　　しんもつどころ　進物所
　えびすごころ　夷心　　　　　　　　そぞろこころ　漫ろ心　　　　　　　あとところ　跡所
　　あだこころ　徒心　　　　　　　　　もろこころ　諸心　　　　　　　　いとどころ　糸所
　　うたこころ　歌心　　　　　　　　　　をこころ　雄心　　　　　　　くらうどどころ　蔵人所
　　かたこころ　片心　　　　　　　　　　しころ　鍾　　　　　　　　　ことどころ　異処
　　したこころ　下心　　　　　　　　　としごろ　年頃　　　　　　　　ひとところ　一所
　　ふたこころ　二心　　　　　　　　いにしころ　往にしころ　　　　　　などころ　名所
　　しづこころ　静心　　　　　　　ひともしごろ　火点し頃　　　　　をんなどころ　女所
　うっつこころ　現心　　　　　　　　さつき乙ろ　先つ頃　　　　　　　くにどころ　国所
　　みつこころ　水心　　　　　　　　　　ところ　所（名）　　　　　　　　ねどころ　根所
　　だてこころ　伊達心　　　　　　　　　一ところ　所（助数）　　　　　　　ねどころ　寝所
　へだてこころ　隔て心　　　　　　　　　とζろ　野老　　　　　　ふたいのところ　不退の所
　　　とこころ　利心　　　　　　ぜんせいどころ　全盛所　　　　　　いちのところ　一の所
　　ことこころ　異心　　　　　　　みだいどころ　御台所　　　　　よそものどころ　装物所
　　ひとこころ　人心　　　　　　　かみだいどころ　上台所　　　　　　いくはどころ　的所
　やまとこころ　大和心　　　　あまみだいどころ　尼御台所　　　　くさかひどころ　草飼ひ所
　をさなごころ　幼心　　　　　　　しもだいどころ　下台所　　　　　　　たびどころ　旅所
　　たなごζろ　掌　　　　　　　こんでいどころ　健児所　　　　　　しのびどころ　忍び所
　　はなごころ　花心　　　　　　あくしゃうどζろ　悪性所　　　　　さぷらひどζろ　侍所
ひとはなごころ　一花心　　　　　　　ちゃうどころ　町所　　　　　　さむらひどころ　侍所
　　ふなごころ　船心　　　　　　　　　わかどころ　和歌所　　　　　　　　ふところ　懐
　をんなごころ　女心　　　　　　　　　おきどころ　置き処　　　　　　　したぷところ　下懐
　　なにごころ　何心　　　　　　　　　ききどころ　聞き所　　　　　　　うちぷところ　内懐
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　　　あとふところ　後懐　　　　　　　　　　なごろ　余波　　　　　　　　　みとしろ　御戸代
　　　やまふところ　山懐　　　　　　　　つきのころ　月のころ　　　　　　　もとじろ　本白
　　　　いへどころ　家所　　　　　　　　このごろ　此の頃　　　　　　　　はなじろ　鼻白
　かたたがへどころ　方違へ所　　　　としのこのころ　年のこのころ　　　　　みなしろ　御名代
　　　つかへどころ　仕へ所　　　　　　　いへのころ　家ρ子う　　　　　　　　ねじろ　根城
　みやつかへどころ　宮仕へ所　　　　　　　ゑのころ　狗児ろ　　　　　　　　　のしろ　箆代
　　　　おほどころ　大所　　　　　　　　　　ひごろ　日頃　　　　　　　　　みのしろ・身の代
　　　　　まどころ　政所　　　　　　　　　ねむころ　懇　　　　　　　　　つめのしろ　詰めの城
　　　　　まど乙ろ　間所　　　　　　　　　　もころ　如　　　　　　　　　　ものしろ　物実
　　　ひとまどころ　一間所　　　　　　　　ねもころ　懇　　　　　　　　　　いはしろ　岩代
　　　　　みどころ　見所　　　　　　　　　　やごろ　矢頃　　　　　　　　　　なはしろ　苗代・
いっちゃうみところ　一丁三所　　　　　　　　　よごろ　夜頃　　　　　　　　　　ははしろ　母代
　　　　すみどころ　住み所　　　　　　　　ころころ　（感）　　　　　　　　　　ひしろ　樋代
　　　やすみどころ　休み所　　　　　　　　ごろごろ　（名）　　　　　　　　　あひじろ　間白
　　　たのみどころ　頼み所　　　　　　けのごろごろ　日のころころ　　　　　みひしろ　御樋代
　　　　きめどころ　決め所　　　　　　ねもころころ　懇ごろ　　　　　　　　かべしろ　壁代
　　　つくもどころ　作物所　　　　　　　　すんころ　寸頃　　　　　　　　　やましろ　山城
　　　　　やどころ　矢所　　　　　　　かんにんごろ　堪忍頃　　　　　　　　　やまじろ　山城
　　　むしゃどころ　武者所　　　　　　　　　ねんごろ　懇　　　　　　　　　ひらやまじろ　平山城
　　　　ちゃどころ　茶所　　　　　　　なんばんゴロ　南蛮呉組　　　　　　　　むしろ　莚
　　　　みやどころ　宮処　　　　　　　　ちゃんころ　（名）　　　　　　　たかむしろ　箪
　　とつみやどころ　外つ宮所　　　　　　　　　ござろ　御座う　　　　　　　　ながむしろ　長莚．
　　おほみやどころ大宮処　　　　　しろ代　　　　 こけむしろ苔錘
　　ないじゅどころ　内竪所　　　　　　　　　あじろ　網代　　　　　　　　　さむしろ　狭莚
　　　　きよどころ　清所　　　　　　　　　かいしろ　垣代　　　　　　　　　くさむしろ　草錘
　　　おきよどころ　御清所　　　　　　　　　　うしろ　後ろ　　　　　　　　　さしむしろ　差し莚
　　　こしょどころ　御書所　　　　　　　いなうしろ　（枕）　　　　　　　　やすむしろ　安席
いっぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　しはうじろ　四方白　　　　　　　もみちむしろ　紅葉席
　んのこしょどころ　一本の御書所　　　　ちゅうじろ　中白　　　　　　　　こもちむしろ　子持ち莚
　　　　ありどころ　在り処　　　　　　　ないがしろ　蔑　　　　　　　　　いなむしろ　稲莚
　　　かかりどころ　掛かり所　　　　　　　つきしろ　月白　　　　　　　　　はなむしろ　花莚
　　　　とりどころ　取り所　　　　　　　　つきしろ　月代　　　　　　　こけのむしろ　苔の莚
　　こどねりどころ　小舎人所　　　　　　　わきじろ　脇城　　　　　　　　くさのむしろ　草の莚
　こころやりどころ　心遣り所　　　　　　　　くしろ　釧　　　　　　　　　のりのむしろ　法の莚
　　　　よりどころ　拠り所　　　　　　　さくくしろ　折釧（枕）　　　　　はりのむしろ　針の席
　　　　しるところ　知る所　　　　　　　ししくしろ　宍釧（枕）　　　　　　うはむしろ　表莚
　　せんずるところ　詮ずる所　　　　　　たまくしろ　玉釧　　　　　　　　あひむしろ　相錘
　　　まぎれどころ　紛れ所　　　　しねがなめくじろ　死ねがな目　　　　てしまむしろ　豊島錘
　　　　いうどころ　色所　　　　　　　　　　　　　　　　くじろ　　　　いつもむしろ　出雲莚
　　　とζうどころ　所所　　　　　　　　　つけじろ　付け城　　　　　　　あやむしろ　綾莚
　　　とのゐどころ　宿直所　　　　　　　　　こしろ　子代　　　　　　　　はりむしろ　張り莚
　　　　　ゑどころ　絵所　　　　　　　　　みこしろ　御子代　　　　　　　　　ゑむしろ　絵莚
　　　　かんどころ　勘所　　　　　　　　　あししろ　足代　　　　　　　　　　めしろ　目代
　　みやすんどころ　御息所　　　　　　　　すずしろ　清白　　　　　　　　　おもしろ　面白
おほみやすんどころ大御息所　　　 すずしろ看　　　　　 やしろ社
　　あいたんどころ　朝所　　　　　　　　　えだじろ　枝城　　　　　　　　　　おやしろ　親代
　　だいばんどころ　台盤所　　　　　　　　かたしろ　形代　　　　　　　　すぎやしろ　杉社
　　　　まんどζろ　政所　　　　　　　　やかたじろ　屋形城　　　　　　　くにつやしろ　国つ社
　きたのまんどころ　北の政所　　　　　　　　ぢしろ　地白　　　　　　　あまつやしろ　天つ社
おほきたのまんどころ　大北の政所　　　　　　よつじろ　四つ白　　　　　　　うちのやしろ　氏の社
　　おほまんどころ　大政所　　　　　　　　　でじろ　出城　　　　　　　ななのやしろ　七の社
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　　　　かはやしろ　川社　　　　　　　　　　やひろ　八尋　　　　　　　　うるしむろ　漆室
　　　　おほやしろ　大社　　　　　　　　　　すゑひろ　末広　　　　　　　　　　うつむろ　無戸室
　　　　　うらじろ　裏白　　　　　　　　　　ふろ　風炉　　　　　　　　　ひむろ　氷室
きつねの乙はつらじろ　狐の子は頬白　　　　　　　ふろ　降ろ　　　　　　　　　にひむろ　新室
　　　　　ひらじろ　平城　　　　　　　　　すいふろ　水風呂　　　　　　　　　みむろ　御室
　　　　　たうしろ　太郎四郎　　　　　　　　かぶろ　禿　　　　　　　　　　おもむろ　徐う
　　　　みつゑしろ　御杖代　　　　　　　サラサかぶろ　更紗禿　　　　　　　　　こめろ　小女郎
　　　　　　すずろ　漫ろ　　　　　　ひっこみかぶろ　引っ込み禿　　　　　　めろめろ　（副）
　　　　　　　せろ　夫ろ　　　　　　　　　いしぶろ　石風呂　　　　　　　　　もろ一諸
　　　　　　　せろ　（動命令）　　　　　　　たちぶろ　立ち風呂　　　　　　　　いもろ　妹ろ
　　　　　　一そろ候　　　　 しまひぶろ仕舞ひ風呂　　 なみだもろ涙もろ
　　　　　ようそろ　好う候　　　　　　　　なまぶろ　生風呂　　　　　　　　一なもろ　（連語）
　　　　　　おそろ　恐う　　　　　　　　　とめぶろ　留め風呂　　　　　　　　みもろ　御もろ
　　　　　せきそろ　節季候　　　　　　　うきよぶろ　浮世風呂　　　　　　　もろもろ　諸諸
　　　　せっきそろ　節季候　　　　　　　くすりぶろ　薬風炉　　　　　　　かごやろ　駕籠遣う
　　　そろべくそろ　候可く候　　　　　　　ざくろぶろ　石榴風呂　　　　　　　　そよう　（副）
　　　　　　こそろ　（副）　　　　　　　　　すゑぶろ　据ゑ風呂　　　　　　かべちょろ　壁著羅
　　　　　　すそろ　漫ろ　　　　　　　　　がんぶろ　雁風呂　　　　　　　　　からろ　空旛
　　　まゐらせそろ　参らせ候　　　　　　たんぜんぶろ　丹前風呂　　　　　　　　はらろ　張らう
　　　　　　そぞろ　漫ろ　　　　　　　　　　へろ　辺ろ　　　　　　　　　　くろう　枢
　　　　　　もそろ　醜　　　　　　　　よこやまへろ　横山辺ろ　　　　　　　　ほろう　（副）
　　　　　　をそろ　（名）　　　　　　　　　　　ほろ　母衣　　　　　　　　　　　わろ　和郎
　　　　　　うつろ　空　　　　　　　　　　　ほろ　保呂　　　　　　　　　　わろ　我ろ
　　　　　　おどろ棘　　　　　 ほろ（形動）　　　　くわろ火炉
　　　　　　しどう　（形動）　　　　　　　　　　ぼろ　梵論　　　　　　　　　ちくわろ　地火炉
　　　　　うすどう　（名）　　　　　　　　　　おぼろ　瀧　　　　　　　　　　なまわろ　生悪
　　　たどうたどう　（名）　　　　　　　おぼろおぽろ　（副）　　　　　　　　　　をろ　尾う
　　　　　　とどろ　轟　　　　　　　　　　そぼろ　（形動）　　　　　　　　　をろ　緒う
　　　とどろとどろ　轟轟　　　　　　　　　いはほろ　巌ろ　　　　　　　こをろこをろ　（副）
　　　　　　ほどう　（名）　　　　　　　　　まへほろ　前幌　　　　　　　こころのをろ　心の緒ろ
　　　　　　ほどう（名）　　　　　よほろ丁　　　　　かんろ甘露
　　　　　　ほどう　（形動）　　　　　　　　　よぼろ　眉　　　　　　　　　　　くんろ　薫炉
　　　　よのほどう　夜のほどう　　　　　　　えよほろ　役丁　　　　　　　　　　へんろ　遍路
　　　ほどうほどう　（形動）　　　　　　かみつよほろ　上つ丁
　　　しどろもどろ　（形動）　　　　　　すけのよほろ　助の丁
　　　　　とろとろ　（副）　　　　　　　　　くろぼろ　黒母衣
　　　　　ビードロ　（名）　　　　　　　　　ほろほろ　（副）
　　　　　いもなろ　妹なろ　　　　　　　　ぽろぽろ　（名）
　　　　　　　ねろ　嶺う　　　　　　　　　　　まろ　円
　　　　　あをねろ　青嶺う　　　　　　　　　　まろ　麻呂（代名）
　　　　　　　のろ　野ろ　　　　　　　　　一まろ　麻呂（接尾）
　　　　　おほのろ　大野ろ　　　　　いねっきこまろ　稲春き子麿
　　　　　うんのろ　（名）　　　　　　　　いなごまろ　稲子麿
　　　　　　いはろ　家う　　　　　　　　　かままろ　鎌麻呂
　　　　　はろはろ　遙遙　　　　　　　　さるまろ　猿丸
　　　　　　　ひろ　日ろ　　　　　　　　　　むろ　室
　　　　　　　ひろ　尋　　　　　　　　　　　　むろ　無漏
　　　　　　ちひろ　千尋　　　　　　　　じっさうむろ　実相無漏
　　　　　　はびろ　葉広　　　　　　　　　　　おむろ　御室
　　　　　はばびろ　幅広　　　　　　　　　　かむろ　禿
　　　　　まへびろ　前広　　　　　　　　　きりかむろ　切り禿
